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鳩
山
内
閣
の

誕
生
は
長
年
の

自
民
党
政
権
の

腐
敗
に
、
さ
す

が
に
我
慢
強
い
国
民
に
も
堪

え
難
く
な
っ
て
き
た
せ
い
だ

と
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
だ

が
、
せ
っ
か
く
の
鳩
山
政
権

へ
の
期
待
が
急
速
に
萎
み
つ

つ
あ
る
。

　

特
に
目
立
っ
た
失
政
と
い

う
よ
り
も
金
権
体
質
へ
の
嫌

気
が
主
な
理
由
か
も
し
れ
な

い
し
、
医
療
福
祉
の
改
善
が

期
待
外
れ
の
せ
い
も
あ
る
。

予
算
の
審
議
が
当
面
の
課
題

だ
ろ
う
が
、
沖
縄
の
普
天
間

基
地
の
移
設
と
イ
ン
ド
洋
の

給
油
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
が
自

公
政
権
と
の
違
い
を
見
せ
る

好
機
で
あ
る
。

　

人
間
重
視
の
理
想
的
な
政

権
誕
生
を
望
ん
で
も
、
拙
速

な
改
善
は
多
分
弱
者
へ
の
矛

盾
の
皺
寄
せ
が
く
る
。
世
の

隅
々
ま
で
が
金
権
体
質
に
な

り
、
別
な
価
値
観
が
閉
息
状

態
に
あ
る
。
だ
が
、
国
家
や

民
族
の
発
展
を
最
優
先
す
る

価
値
観
が
企
業
発
展
最
優
先

と
競
っ
て
も
人
間
尊
重
の
視

点
か
ら
は
大
差
な
い
。

　

漸
進
を
目
指
し
て
我
慢
す

る
局
面
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
年
間
３
万
人
も
の
自
殺

者
を
救
う
手
立
て
は
、
拙
速

で
も
理
念
最
優
先
が
望
ま
れ

る
。

会
員
の
声
携
え
国
会
要
請

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

　

協
会
か
ら
は
、
下
井
戸
昭

介
・
山
上
紘
志
・
吉
田
裕
志

副
理
事
長
、
小
山
榮
三
理
事

・
相
談
役
、
三
井
泰
正
理

事
、
宮
本
辰
雄
・
古
田
光
行

両
監
事
、
事
務
局
合
わ
せ
て

10
人
が
参
加
。
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
次
期
診
療
報
酬
改

定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

２
２
６
人
分
を
携
え
、
大
阪

選
出
の
衆
参
国
会
議
員
に
基

本
診
療
料
の
大
幅
増
な
ど
を

訴
え
た
。

　

全
国
か
ら
国
会
要
請
に
参

加
し
た
各
協
会
に
対
し
、
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
山
上

こ
と
を
求
め
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　

面
談
し
た
森
山
浩
行
衆
院

議
員
（
民
主
）
は
、
協
会
か

ら
の
「
会
員
の
多
く
は
、
初

・
再
診
料
や
入
れ
歯
、
被
せ

物
の
点
数
引
き
上
げ
を
望
ん

で
い
る
。
請
願
署
名
の
『
橋

渡
し
』
を
ぜ
ひ
と
も
お
願
い

し
た
い
」と
の
要
請
に
対
し
、

「
府
連
と
相
談
し
た
う
え
で

返
答
す
る
」と
述
べ
た
。

　

宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
共

産
）
は
、
自
主
共
済
に
つ
い

て
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
だ
け
を
除

外
す
る
法
案
が
出
て
き
て
い

る
。
健
全
に
運
営
し
て
い
る

自
主
共
済
は
運
用
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
」
と
話
し

た
。
要
請
後
、
宮
本
議
員
は

協
会
と
の
懇
談
に
応
じ
、
診

療
報
酬
改
定
や
民
主
政
権
の

動
向
な
ど
意
見
交
換
し
た
。

　

田
中
美
絵
子
衆
院
議
員

（
民
主
）
と
の
懇
談
で
は
、

厚
労
委
員
会
で
医
療
問
題
を

取
り
上
げ
る
際
、「
協
会
・

森山浩行衆院議員（民主）

改定への
パブコメ

226
人
延
べ
702
項
目
の
意
見
厚
労
省
へ

基
本
診
療
料
・
情
報
提
供
の
改
善
求
め
る
声
多
数

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
「
口
臭
治
療
に
つ
い
て―

―

今
、
大
阪
歯
科
大
学
附
属

病
院
の
息
さ
わ
や
か
（
口

臭
）
外
来
で
は
！
」
と
題
し

て
09
年
12
月
13
日
、
12
月
度

生
涯
研
修
講
座
を
開
き
、
52

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、

上
田
雅
俊
氏
（
大
阪
歯
科
大

学
歯
周
病
学
講
座
教
授
）。

　

上
田
氏
は
、
口
臭
に
は
生

理
的
口
臭
と
病
的
口
臭
が
あ

り
、
生
理
的
口
臭
に
は
増
齢

・
早
期
時
・
空
腹
時
・
月
経

時
・
緊
急
時
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
あ
る
と
指
摘
。
病
的
口
臭

を
全
身
的
因
子
と
局
所
的
因

子
と
に
分
け
た
上
で
、
全
身

的
因
子
と
し
て
、
消
化
器
・

鼻
疾
患
・
呼
吸
器
系
疾
患
な

ど
、
局
所
的
因
子
と
し
て
、

う
蝕
・
不
適
合
修
復
物
・
歯

冠
修
復
物
の
脱
離
・
歯
周
病

な
ど
を
あ
げ
た
。

　

さ
ら
に
ア
ン
モ
ニ
ア
・
ア

ミ
ン
類
・
硫
化
水
素
な
ど
の

悪
臭
成
分
を
示
し
な
が
ら
、

生
理
的
口
臭
に
お
い
て
は
説

明
と
口
腔
清
掃
指
導
が
必
要

だ
と
し
た
。
そ
の
上
で
病
的

口
臭
で
は
、
全
身
的
に
は
医

科
へ
の
紹
介
が
必
要
で
あ
る

こ
と
や
、
歯
周
病
変
や
う
蝕

な
ど
局
所
的
な
場
合
に
は
補

綴
治
療
等
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
自
臭
症
に
お
い
て
は
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
お
よ
び
投

薬
、
重
度
に
な
れ
ば
精
神
科

や
診
療
内
科
へ
の
紹
介
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

全
体
の
う
ち
95
％
が
治
癒
す

る
と
述
べ
た
。

　

機
器
に
つ
い
て
は
、
悪
臭

成
分
以
外
に
も
反
応
し
測
定

に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
も
の
も

あ
る
と
し
、
自
臭
症
の
人
は

測
定
値
を
あ
ま
り
信
用
し
て

い
な
い
と
指
摘
し
た
。
消
臭

に
効
き
目
が
あ
る
も
の
の
例

と
し
て
、
牛
乳
よ
り
も
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の

方
が
よ
い
と
述
べ
た
。

　

口
臭
ス
プ
レ
ー
や
リ
ン

ス
、
ブ
レ
ス
ケ
ア
・
フ
ィ
ル

ム
に
は
持
続
性
が
な
く
、
ス

プ
レ
ー
は
ほ
と
ん
ど
効
果
が

な
い
こ
と
や
、
ハ
イ
ザ
ッ
ク

ス
プ
レ
ー
は
効
果
あ
る
も
の

の
２
〜
３
時
間
で
元
に
戻
る

と
指
摘
。
口
臭
消
臭
キ
ャ
ン

デ
ィ
は
、
６
〜
12
時
間
持
続

す
る
と
強
調
し
た
。

会員の弔慰について

管理部

　大阪府歯科保険医協会は会員を
対象に、社会慣習に従った弔慰を
おこなっています。ご本人の死亡
や家族（１親等）の死亡、診療所
または自宅が火災・水害の被害に
あわれた時は、速やかに協会事務
局までご連絡ください。

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見

・
患
者
と
の
診
療
時
間
拡
大

の
た
め
に
も
、
初
・
再
診
料

の
増
額
を
お
願
い
し
ま
す

・
初
診
料
を
医
科
と
同
等
に

し
て
ほ
し
い

・
文
書
の
作
成
ば
か
り
で

は
、
患
者
様
の
痛
み
・
咬
合

は
回
復
し
ま
せ
ん

・
患
者
は
誰
も
文
書
を
も
ら

っ
て
も
喜
ん
で
い
な
い
。
ゴ

ミ
箱
に
直
行
だ

・
歯
肉
息
肉
除
去
の
点
数
が

無
い
の
は
納
得
で
き
な
い

・
根
管
貼
薬
の
点
数
が
低
す

ぎ
る

大
幅
な
ア
ッ
プ
を
重

点
に
据
え
た
。
次
期

改
定
の
骨
子
で
補
綴

物
維
持
管
理
料
の
見

直
し
や
、
情
報
提
供

文
書
の
図
示
・
図
説

の
追
加
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
補
綴
物
の
２

年
間
再
製
作
禁
止
と

施
設
基
準
の
廃
止

や
、
情
報
提
供
文
書

の
独
立
評
価
な
ど
を

求
め
た
。

時
、
厚
労
省
に
届
け
た
。

　

協
会
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
は
、
歯
科
の
改
定
率

２
・
09
％
が
歯
科
医
療
崩
壊

を
食
い
止
め
る
に
は
極
め
て

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
次
期
改
定
を
実
り
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
、
す
べ

て
の
歯
科
医
院
が
算
定
で
き

る
基
本
診
療
料
・
技
術
料
の

た
っ
て
据
え
置
か
れ
て
き
た

技
術
料
な
ど
不
合
理
を
訴
え

る
声
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

会
員
の
意
見
は
協
会
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
共
に
即

き
上
げ
は
最
多
の
同
１
５
５

件
寄
せ
ら
れ
、
補
管
の
２
年

間
の
再
製
作
禁
止
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
が
多
数
を
占
め

た
。
そ
の
ほ
か
、
長
期
に
わ

　

意
見
で
は
、
初
・
再
診
料

引
き
上
げ
を
望
む
声
が
延
べ

１
４
６
件
。
情
報
提
供
文
書

の
軽
減
や
独
立
評
価
は
同
１

４
２
件
届
い
た
。
補
綴
の
引

　

「
同
じ
医
療
行
為
を
行
っ
て
も
診
療
所
と
病
院
で
は
初
・
再
診
料
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す

ぎ
る
。
医
療
人
と
し
て
納
得
で
き
な
い
」―

―

。
厚
労
省
が
１
月
15
日
〜
22
日
に
募
集
し
た

次
期
診
療
報
酬
改
定
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
）
に
つ
い
て
、
協
会
が
会
員
に
提

出
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
２
２
６
人
か
ら
延
べ
７
０
２
項
目
も
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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その他
訪問診療の評価・改善
診療報酬の包括化反対
保険給付範囲の拡大
処置・手術の引き上げ
補綴・義歯の引き上げ

情報提供文書の独立評価
基本診療料の引き上げ

パブリックコメントに寄せられた意見

12月度生涯研修講座

自臭症は９割以上が治癒
重度の場合は診療内科へ

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

医
協
委
員
や
国
会
議
員
に
も

届
け
て
改
善
を
要
請
し
た
。

　

協
会
が
取
り
ま
と
め
た
意

見
は
、
匿
名
化
し
た
上
で
中

　

政
府
の
来
年
度
予
算
案
で
診
療
報
酬
の
改
定
率
が
ネ
ッ
ト
で
０
・
19
％
、
歯
科
は
２
・
09

％
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
協
会
・
保
団
連
は
１
月
28
日
、
過
去
４
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
に
よ
る
歯
科
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
に
は
不
十
分
と
し
、
予
算
編
成
に
向
け
診
療
報

酬
引
き
上
げ
や
患
者
負
担
軽
減
な
ど
を
求
め
て
国
会
要
請
を
実
施
し
た
（
関
連
２
面
）。

保
団
連
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
伝
え
た
。

　

共
産
党
の
山
下
芳
生
参
院

議
員
は
、
国
会
の
審
議
の
合

間
を
縫
っ
て
協
会
と
の
面
談

に
駆
け
つ
け
た
。
山
下
議
員

は
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
」
請
願
署

名
１
５
０
５
筆
の
紹
介
議
員

を
快
諾
す
る
と
、「
来
年
度

予
算
に
む
け
て
要
求
を
少
し

で
も
実
現
で
き
る
よ
う
力
を

尽
く
し
た
い
」と
表
明
し
た
。

副
理
事
長
（
保

団
連
副
会
長
）

は
、
直
近
の
報

道
で
診
療
報
酬

の
改
定
率
が
実

質
０
・
０
２
７

％
と
判
明
し
た

こ
と
に
触
れ
な

が
ら
、「
疲
弊

し
た
医
療
の
実

態
を
訴
え
て
、

診
療
報
酬
を
せ

め
て
３
％
以
上

に
ア
ッ
プ
す
る

宮本岳志衆院議員（共産）

山下芳生参院議員（共産）

診療報酬改善

速やかに協会事務局まで

協会・保団連


